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のるた

か更

日の

た間

っ期

あ効
行

の、

１は

ら新

での

を続でた者類

にわ

よ合るのそ提

得、あも

と又格構先

う併資の出

る譲有員、

すはを成に

はにる変該

者渡すを当

資りでし出

、よ者更提

審承のもの

格継そた先

査し構の指

にた室北
札内 げ請棄道

掲申廃海

申類対幌線 る書物

請を策市

書提課中－

類出央
条

出こ３

提る北

のす区

、よ６

にに西

先と

日

ば第

れで律

けま法

な土
日に い、） な日号 ら曜

休 びる 及す 日定 曜規 。

。
う
失也

を
格達

民日 国

８９
約開

郵落財を契要そ

格
規札 及者っ書

務 便札も

決入成の 則の びのて作

い

定な

報定札の

第時 電

６７

契
る。

め

入。札交交便

第う入郵

札）説等

書よ の 保第明付付に 条
証

の場方る ７

よ

再者員に

のた成示
金

申

５

請資り

入保

札下金 札

入開開入以証

保に 札札札を

当り丁

日場日付

参消納

２３４

出な
提わ
該行目

す
約海札入

入平る契北入

にと条道執

成 納札こ

幌の

年 入参。項札行札

を
場す示市場場

北 加を

） に。 日く 祝除 の
環す
循を託

質託
物委委

に 構る期

に方要お

る効 第い よ法有否他 条
の２ 札入 項、 入な １て

め限 定規 認に 規に は札
りる い。 よす なる に定

条

を し め格 を 定資 。）

付所法札 びか の交入 及
付に 北ら 納

関 海 の道

る海海の 財 免条す北北

規
、で事道道場 務 除ま

幌境で 則
納の項札環所

方め市生交

付定

央部す 和
法る中活付 昭
等と

はこ区環る

所時金る

し税す

証加費
。

ととと

う」こ

よ等 時

るう 海成にに

すい 北平
同同者。 道
境２。。は） 環年じじ

の額 活８そ当 生月、相

中所

海

の含 ３者を 部日

告 所者場央及所

道 るす

北

第 必北日

示 に所区び

入要３時

札な条海

明格６札 に 説資西道 号

中 す

に目市 定

書丁幌 規

役

。海区 物

る北央 る

よ

様契

握仕
把の
等務間

造
入か

務日

業の

査等約

調
明成
説平

札ら
書

価な を 定し 者 予有 た た
と 制の 者 の者 札 格い 落

札 。 範入 る のた す 限し

境。 年

あ務 で財 内、 囲

廃 海
地に３室 北
、ろ北

物 規
自る西棄 道

方よ条
目策 第

法丁対 則
治。６

施
行課

。
令号

和下
昭以

積。 会前見む 号午

年財

） 議

たの 室時っ
契

に
５ 額

の 金
分 約

北 質

る 及
す 税

当 費
相 消

生西 構

境条 環

環３ 循

道

握

環目 把

部丁 等

活７ 造
に

物 務

棄 業

廃 査

室 調

境

る月
よ３
に年

策 関

対

。
で

ま
日

一
二
六

最第 て則 っ規

低

第則
令規

政務

価各

の条

」

上 方
以 地

額 び

）い
号と

資
る

課 す

税札
入 費

の 消

有
を

格



２

資役の政

資次

平

務格い令

成 ず第

十 れ の四 条 要に

年 の 種も

一 該

北 海

１

にめ契

平資平者定
るに

必る

成格成
及

１調度なの

年び年要も

をお格す

月達に資と

日すいはる

道 公 報

規 北

地定 海

に 道

よ
方
告

り
自 ここ詳

示

、
治 のの細

第

施 札札、一
法 入入は

行 及の入般
競 号

契行説争
令 び執札

第

名所

捨税相者契

イアイ

す札あに

て事当落で約
す在 金者る者る関

た業
あ額なをる

額で金とか

をるをっ申事称地

）

号

を

掲札落額

に入る

号ア

入に算
決 る額加

札 げ金

４ 当 及るた
に 札係し

定

月 第 格類件当

二 １ す

十 項 る

五 に 医務医務こ

日

関扶託。規 療に療委と
る レるレす 助す助定 扶

者 セ資セ

金

な トトで プ格プ

曜

。約

こ 報下報い 情以情

るて、

の締定平ト

務がに

役道

報

種結め成情

類しる

月タ

うの１ー

よも年デ
ベ

とと
すし
当にス

る、日ー

に該一化

和 は、書札
昭 約は明入

電、公にに

達する加
年 話調開よ参

。る
令 号手る。す

政 番

第 続
の者

止必
号 －停に
。

等要
下 がな －以

有資

札者出を

もか入たし務

て税書はる担北郵

っ免

道番

落事に、こ当海便

。る環号

札業記落とす

格です決組境

価者載札

とある定織生

するこ後の活－

るかと速名部

のを。や称環

わにび室北

で問か及境

税
っ こ費額

た び消金
、

て の
取金
、 告の該

は 公等当
書 めいに

札 定扱額
入 に

満
載 札未

記 入円
に る１

れ 関の
さ に

日 と デデ

ベ」ベ

タ格タ。 ー資ー
事

化う化

スいス

ーとー
る

係係

にに

業）業

事。

業

定契般事
ーー

デデ

る

よ入係

るに争に

め約競

に調のデ

北約り札る

契
るを告タ

道係達公ー

海

般る行力

事一すを入

知

委

争務医務

堀競役う業

札種扶託

入の療

り格
め 線」 る定 内令 得を

政
た
と 。

い
う －。
。

第
）

道

入ず消所廃海

５
の

条

見税地物札

札、費在棄

もの策市

参積等対幌

に
るた税央

すっ課課中

加

者３

は約業北

者契事区

費のあ西

消額で条

、金

る６ 税

か丁

額 条が
金 る数

た す端
等

き 該 違と
当 にる

に 件あ

入そ の た、 額 しは 金 反
札の

タ

無金 ５

、数 の

は端 分

５

業業

力力

入入

タ

出 請審 提提

格 申

アイ資

類助契

のの の先先査 出

也加、セ

参はレ約

達に

プ
４

す

経中びて格申

に及め資
る査請

げ済小協い審

掲
資業業組との

る産企業

項
１

第

格局等合き申の

年つ

３

の

以下て
法 ー日資中以い

企 曜 イ外は 格律 小 バ日

第

業 日 ザの中、 要
等 、 ー日件小当

の に免目 分

がで企該 号

係税
事 る
課に業

庁

平資ベキデこ道道

る
。指近

成本リーーとが

金フパタ
漏すに

年はァンの定傍

イチ

す切 当

とを 相

効額 に

１

。
るすり

令が成

政。道平

と
第行
う年
指１

称地請

在申 名 方所再 の
海海話

資先け北北電

法

号

審指ば道道番

格のれ

のにら健幌

査示な保札

申よな福市

請りい祉中－

は作。部央

同あの
時 要長協に。請

て期

は行組っ時期

件が

資け

適官法は及

、う合
３設方格れ

用公第、び

な

な適条立法審ば

し需
組４際のら

い格第の査

に資請い

合号に申な

。

） の協 土

証掲格は。

の

等小 特第 同 曜 常、業中

しの例協企 ３ 組 日 勤道

第 法 び て指同業 条 合 及
国 い定組等

」同 項 昭 民 るす合協 １

祝 と日と組 第 和 の こる

う又 号 年 日 。にい合 ７
掲 律 関庁。は に 法 に来
、及業 げ 第 すし）協

る

機ャえる事

能ーい記業 万 月
円

改媒を 以 日を要、録所

おす数ざ体有 上 に有員

記て あ いるがん、し で
ー名滅録お る てデ８、

、 と きタ以失仕り こ 引

でびでそ 。 続エ上及様
品事

２トあ、納の

きン

の名月 条

年リるき

競

項札直 ２入の 第争日 ４

期 定す納 規関の のに前
をで り

名ま よ

指限 に

る
停の 競

次し護北－ 、成保区

にた課３

る書６内 げ請西

掲申条

申類丁線

請を目

一 書提－

二 類出

七

を、

先と
出こ

提る
のす

有企す成

をる有平

明げ
す業る

あ月

と合で１

る組者年

き
。以る
のか

下も日

企がら

業構
合員ま

組成日

受び組 る
が 業 ） 律注中合 協 号 法

第

又小

納業の 合 ３ 昭は企次 組

品団い 条 和

に

でのれ 下 規 年が体ず 以

律き組か 定 法

に該 業 る 第る織に 協 す

者

中 で関当 組
る 」 企 ）
あすす 合 号小

可所

以ーこ損が業

るる

デ器。防能に

上機とを

タ５すあ力

ーを止で入

力以たこプ

入台るる用

務有の。グ

業上めとロ

対を

営て全ム

をし安ラ

いこ措成

でる策作

んい

へ

れを 札

さ税 入

止道 争

て 加

なし 参

い納 の

て滞
。い 除

とな 排

こい を

い

よ
にに

い

。 て

と れ

こ さ

で

出な
提わ

該行
当り

、

数に

い半間

と過の

」の と 業 に

）占な

。をし

う

協

と律き い 等 規
こ法と

。は う 定

和２ る組）
昭、 。 同 す

にの 休合

講る

こ。をき

ると置で

者
る

いパ

てー

。じス

と

こ
い

な
で



２
に
成 る調契納札

イ入平

１数調達
す加
年 文量達を約入参

海 当定る期場す
北 字予

量務間所者
道 た数役る

り

北 海

１ 北

次 海

の平入ア 道

と成札調 告

に達調医 お 示

り年付を達療 第

一１すすを扶

般月るるす助

事役るレ 競 号

争日項務役セ

道 公 報

７
を

資資に有資格

約資資

のるは有

格効 格係格格
る 有間 有一、のす の期

期競の喪者 効の 効般１

が 期更 間争

第

６

格再再し格

アイウ成資
申有 申 資中を企申たの

組し請効 請

格小有業請

有業る合よ書期

を企す

及 方 す等者又う類間

の

る協ではとを

号

再次行
を

平申のう

成いこ
十ずと 請

四のれが
年

事かで
一

仕必
示 ののに

告 にき

第 単

様契北要 価

等約海な

の道資号

日札格に
す

札ら市定

入か幌規 字

区医

明成央る

説平中

書

務プ

よ３３扶

に年北療

称名情

札名のト

入の
数ー

下びデ

以及称報
化

とス

」ー

札ベ

入量タ

入新に失２

。業

う事

い

資のめ規

、札定に

間は

約る

を札契す

格落る定

るの係格

す定に資

有決

のに

認まも件

と日る要

旨すあ当

たとで該

めで

出当

者同あ協法す提び

も組者し該

の組る業る

該の合はな期

当合

４れの

資企にで、け間

組るるのば更

格業限あ

な新

に
を）格のら手

係合。資

請い

営除をを申な続

る
を。更す書。

業く変有

相）しる類

月由該る

二当。

十す

五る

日

続
き

引
で

者

金

資
き

曜

西レ

る月条助

を
格

。

情

で目ト

ま丁プ

日６セ

健ベ

保タ

道ー

海デ

北報

を係

）に

部化

祉ス

福ー

る海タ

す北ー

施デ

実る

堀の
務

事業

知力

。道入

。たな

のるるし

の
字
数

あ有と

が、こ

知めい

通

た

日間っ

た期な

っ効と

はは

１新き

ら更と

かの
、、

の

で提

続でた者の

に行資

の先

合るのそ出

、あも

はを成、

又格構に

併資

変提

渡すを該

譲有員当

りでし先

よ者更出

にる

の示

継のも指

承そたの

し構

日

、
は
の
も
る

す
と

う
よ

得

課に

護業

保事

査
審
格
資

係

こ入入わな算契

問加ア

たに

の札札ずおし約名

に消消合関

場金書、、

入
にに記費費計す

合額

係

也に
力

達

９

開に入入

札契要そ号

入
約
作げ書は

札 有書掲札札
数

時 な成るの、 のの 効

めなを

定わ格

入の入記

６７８
。

契。う

るい失
１

便便札の

入郵郵落北項
道 説等及者規

海 札交交

決に
財 明付付にびの定

場方る報定よ
務 書よ電

り

者員よ

た成に

の

４５

資作
札

札入入開開札

入入入
金 保 行札札札札証

執保

申
再
の

場場日場日は

の
道

ー約海

デ契北

る
３

請
示市

力を幌

入項札

タ条

事称

お係載税税金る

業

抜相に務

いるす等等額

、費金き当１を

て消る

当海

単税額価額円担北

、満す道

価及は格は未

消当当のる保

はび、相

小方費額該端組健

、地
数消税代数織福
名部

点費等単金がの祉

請る称保

以税に価のあ

下係）

及方の

お 札要札載字

に

力

て 限び法入

い に否他

）公係

２ 。のに

、 るこ

文

定 しに１

規 を告る

に

をる当

る 者め字

す た定

規

を 札札り

格 落入た

資

札よ法定
則 交入に方り

付所法

札予
和 関入た

昭 にるめ

す北
道場認価
年 る海のは定

でな

海 項札所め格
北 事

道 幌

則 中付。価
規 市交い単

区るの
第 央す）

及所時所時金免

所、
証

る

日す

び除

海海成にに。

時北北平
同同 道道
幌別２。。

札庁年じじ

１
央下日

中地８

市館月

関所区

に場央

務す中

区

を６

格西

資条

る３

す北

護

と海

こ北

る
す目

有丁

きび課

第以ると求と及

税る時は所

３下課すの

位

加そ地

ま消事こに、在

記税者。算の

で費業と

す」ある数

載等です端

こいかと額

るとるこ金

。。税切

とう免。を

にの

の業費捨

）事消り

な すす価

し と関単

有 者

件載

者 。条記

い るるで

入反こ た違る しにす

の
務札 財入 、た。 札しと

は

以 条の
。 ３限
号 北。制

６囲
下 西範

北低 規最 務 目で 財 丁内
い 保格 と 道価 」 海の 則
う 健

３大前

北階午

福単

条会

保

。道

目
丁
７室

西議時

護
保
部

祉
福
健

一課

二
八

相。

扱で等る

取者税て

をを

か額。

る当）

いあ 効 第無 則、 規
と

） ） 祉価 。

。
各る

す 条

保を 第 部
護も
第て

課っ 条



項道 北

土）そ 海

）の

の

道

事関

規 地
告定 改

平 業係 示に 良

成 の書 第よ 法

十 土類 り四 昭地は 、年 改、 号標 和 農

一 用良北

北 海

南都東

岡石

夕湖豊稲三

暗畑区畑道畑道畑

張南

山き地画地、地、地

中

道 公 報

北

次そ地東 海

のの平 道

地関成区蕨 告

区係 示

に書年名岱 第

つ類１

いは月

事ほ暗 て、 号

、平日場き

第

北

土班 海

渓平 道

工成

地
告改 詳

区 示良 細

）年 第

、の１

法 は

昭 入換月
地 号和 札
説処日

号

告札
公入

所のの
ここ

イ
地容行

内執
のの 在

茶月 町 年 地事海

二

の 法 造業道

十

行 律 成計釧

五

う 第 ）画路

日 の支
変庁 土

良 第

の備 改 ）

更に 地 号

協え

金 議置

の
多にい 条

曜

帯暗帯

第い、 ３和つて

画総き総

間ょ帯整帯区
合整合ょ合

地、総理総
土整理整、整

域農合、
備層備、備土備

総用整

整改改暗層

合地

業

備良緊良担き担改農

保急、いょい良
用

農全整暗手、手、用
画排

道）備き育農育区

地型整水

、型ょ成用成

場］造］理、

ほ］）型

備、

道成整ょ

営
土年客

手

改月い） 業

地１担土

良

］

のら型

業か成

事日育
の 土
地日
良、画

改間区

た
律 にし

法 書を
年 明分

る。
第 よ
。

第
）

号

電定公
予、

はは

２
の

条

る

番番あす

便話で開

郵

、。

号号り
変
す

－－更
る －こ
と 北

第日

項地審成 ５２て平

区査
月 い盤結１ お基の年 に
て整果
、

す進
当か 用促適日 準備
る

とら
決

第整
し間 法盤
定日 同基

整農成）農

た、

業土業、

備業農、農道

用き

農用用層用暗

、用

地水排良排ょ

用排用改

農、、客

開、水）水、

同北

、、

、道農農土

発

整

道道道

海海海

北北同

農
種 変の、

業般理

事一
画に海用

計覧北業

更縦

類水

定す知排

を供道用
縦北

。堀

た。、

める事

定

北 規
の

項
９

第

覧道
海

堀 下
、

事 り

知 よ

道 に

海

も

新
町

川

る

幌得 線 札り 内 道有

海
市
中－。

央

一 ８備

丁
６
西
条
３
北
区

縦 第

般 条］
。

定１
１農覧

目

除成解在保た

解平
を

除場安 す
。１係と

る年に所林的

支

知走高

空網日

月るし

庁庁庁

支支

北

森

２３

海 え

道林 保た解置

告法 安目い

示 除 林的次て

第

和 し図覧

昭 との縦

の

庁

也支
場狩

達石

て」に

定１
所

北

森を 海

解平解場 道

除成除所

林
告

予

法
す 示

る年定 第

和予１保

昭

に
区

也 地
川

達 下

定月安

北

昭係 海

和る平稚声 道

収成内問 告

漁漁 年納 示

北事年業業 第

海務１協協稚

平
供
に

目

道の月同同内

る成
す
。

保て

月
１
年

風

所れ

のさ

林定

日安指

郷備

広防

市の

見害

北

号

る

法 定、す 理年 指は供
し）

第 れ由略。

律 さ省
、

図第

衆路の） 公道そ号

の用

保地面
る海２

す北の

健とを条

林 で 号年
第。在

律る所

法あ日の
郡 第

田 ）亀 号

恵
字 ２

町 の

山 条

組組市 告委 号

４

第）央

示託日合合中

の
一丁

を
号部目

内」

道よ稚同

海の
北次

改中大改

岸に市に

沿う
漁

日

の
海に
北図

の
次

一 道示

二 知す

九

２

た道第

限
堀に
分

事部

経定

庁規

支の

島項

め渡
課次

務、

林り

部よ

済に

２

女 第

恵う

びよ

及の

の

川 項
規
定の

に
よ

北
事 次図 知 、の 道 り次 海

央字め

うす 堀 よ示 のに

丁問。

改す４声る

業正

海

付北

貸
金

資。目

善る
別事

特知を

業道」

事

道
海

北

に漁

計堀内

会稚

山に

也
達）
。

る

堀
事
知

備指

にの

場林

役安

町保

る 林限 達 安に 保分 に部

同

す協

属業

） 指。 也 の 也
達

金
入也合

歳組

る達



法１ 北

農律 海

林第平 道

成解場 水 告

除所 産 示

大年予 号 第

臣１定 ）
第 か月保
安 ら 号

、日林 条

北 海

４
解在保た解備

に

除場安目え

とのい

除 に所林的次置

保て」縦 の るし図て

係
安指は覧

道 公 報

３
解在保た解え

備

除場安目置

とのて

除 に所林的次い

保て」覧 の るし図縦

係
安指はに

第

２
解在保た解え

備

除場安目置

とのて

除 に所林的次い

保て」覧 の るし図縦

係
安指はに

号

解え
備

平置

成除次い
十のて
四の図縦
年」覧
一

在 定 の所 規 次の の はに

走 通 保網 る によ うに よ
のが 林市 知 安

。 を林 た 定有 っ 指国 あ

さ省供

林定、に 理

解。

、。
しる

所れ由略す

の
。害水の

常る風排そ）

、防用面

郡）の路図

呂

備地を

佐
呂

と北

理

字る道 ５ 町す海 の 間

略る

のさ省す

林定、供

名道そ
、）

し。

所れ由
面

郡又用図

走所路の

網

跡す北

別旧とを

津は地

理

二風た道

字のる海

町

略る

のさ省す

林定、供

公道そ
、）

し。

所れ由
面

郡の用図

走衆路の

網
町す北

別健とを

津保地

理

二た道

字る海

月、供

二省す

十由略る

五し。

日

用面
路図

水の
排そ

、）

金

と北
地を

曜

る図

すの

除次

る道
す海

道部

で海す

定北示

予に
る

、限

旨事に

る知分

あ

走 啓た網

法）

林。

森堀

支 生め
庁

部

４済

の経

示び に及 図課 の務 次林

の走

又致め網

呂 す

佐

保支

存庁
務 示林 に部 図済 の経 次

別 限津 にび 分及 部課 す

走

又め網
支
庁

務 示林 に部 図済 の経 次

別 限津 にび 分及 部課 す

日

林
部
済
経

庁
支

め走
た網

見
北
び
及
課
務

也

和
昭達

路

平道路道区

１２３

年
の線の

成路

間 部

月
１類名域

年種区

更の

限場
役 に

町 分

北

道しそ日 海

たのか 道

。関ら

路 え

告法 置

係２ 示 い

図週 第

和 の縦面間

昭 次て

場 ）役 。町 る

図覧は、

３

に

い解場保た解

置
て除所安目

の覧定と

除 次縦予林的

場 ）役 。町 る

図に保し

２

に

い解場保た解

置
て除所安目

の覧定と

除 次縦予林的

に
所
役
市

図に保し し
と

除 林的
安目
保た解

線間

港
空
別
道満

日道女

前別
更の

変後

、一 号

海の

法 は供北般

年 」に

建覧

第 省る道縦

律 、す
略。
し）設に

る 第

そ道す ） 、部供 号

の路

図整。

の
北及 １

を課 第

面備 条

定理

はす林指

」供安て

在れ由

省。所さ

、るの

砂路

そ河土道

、
し
略）

面中流地

図郡の用

の西

ての
北内のす

を札出と

の定理

はす林指

」供安

）在れ由

省。所さ

、る

丹つ路

そ積魚道

、
し
略

丹と

面積地

図郡き用

の

さ
定理

指
ての

北町す

を

崩地

の用

砂路

土道

れ由

北員
幅

の
地

敷

のす

壊と

海び 項

堀長

事
知延

道
海

に

産道 定

水海 規

道北 の

木 、

部土 り

務走 よ

林網

及所 の

課業 路

山現 道

治
る

札え を

中備 域

びに 区

道備た

海村防

次

務。

林林

産有

水国め

す

及示

課に

山図

治の

部

海る
丹分

積部

び

林。

産林

水有め

道国た

課示

山に

治図

部の

務次

防る
走に

網分

び部

及す

め

備た

一
三
〇

間

也と区
等複

達道
国重

役て と

村い の

内置 次

の

に

備変示

に告 り

場、 お

え
備）

に。

場る

役限

町

え
備
に）

所。

役る

市限



の 北

道そ日路 海

路のか平 道

法関ら成 告

平 係２ 示

成 昭図週年 第線十 和面間１

四 は、月

年 年、一 号

一 法北般日

北 海

士 士利 士利

町 町 町
郡郡 鬼鬼鬼 番番番 尻尻

地地 利利 脇脇脇 ４４４
石 先先先 尻尻 字字字 地
崎崎崎 かかか 富富 石石

ららら 士士

道 公 報

士利

１２３

道路道区利

町
郡 の線の鬼 番

尻尻 路路
域字 地
利利 種区脇 ４

郡

崎 か 富富 石 先 尻尻 類名

ら 士士 道沓

第

更の 北

道しそ日 海

たのか平 道

。関ら成

路
告法

係２ 示

図週年 第

和面間１

昭

は、月

、一 号年

北般日

号

別先 網

ま

地４ 女１
西 郡で 番町 走

西ら
丁 町か

４ 別先
条 満

月 律海の名

二 第道縦

十 建覧

五 設に供 号日

路る用 第道す ）部供
整。

第備 条

金

項及 ２課開

曜

規北始 のび

利利利 町町
地地 尻尻尻 鬼鬼 番番番

字 先先先 郡郡郡 脇脇 地

尻 石石 ままま 利利利 字

富崎富崎富 ででで 尻尻
後後

利 町町

脇脇 地 仙尻 鬼鬼 番 道形

石石 ま 志利 字字 先 法郡

後

線
泊間崎富崎 で 鴛尻

海の

法

前別
更の前前

変

建覧

第道縦

律

設に
路る 第

道す ）部供 号

整。
北 の

び 項

及 １

課 第

備 条

６網
目

条走
４郡番

丁女
前後

目満地

日

北 り幌 よ札の に道 定海

知 の現道 次木海区 、土
備堀 のに 路所事間 道業

い開 を置用 用え供 供

でらでらで

まかまかま

敷
地
の

員らでら

かまか 幅
延

よ

稚 に

道 定

海 規

国重
長

現道 道

木海 、

土北 り

内

堀 域

に 区

所事 の

業知 路

い の

置 次

え を

備

らでらで

かまかま

也期 す、の 始て達始 開

更の

。示日 る告

北

道しそ日 海

、のか平 道

同関ら成

路
告法
条係２ 示

第図週年 第

和２面間１

昭

か番

区常先１

項は、月

子呂先

訓常地

郡ら１

呂

の間
と区
等複
道

府郡ま

路道

しそ日

更の１２３

関ら成路路

、のか平道
の線の

同
条係２
１類名域

第図週年種区

て達 と

項は、月

２面間

変示
告也 り

、 お

北

道 海 道

道路 道

告法
示 南

第

和 向

昭 幌

栗
庭

恵
道
道

停

の、一 号年

縦

律定海の

法規北般日

よ建覧

第に道
り設に

る 第
路道す ）道部供 号
の路
供整。

で

開及 １
を課 第
用備 条

町
町府
元子
町訓

の前後

変後
間地町

番元

前別
更

の、一
海の道子

規北般日道訓
車

よ建覧停

に道縦府

定
道す線

道部供場

り設に
課

用備
供整。

の路る

路
開及
を

号

第
律 線

法 場

年 車

夕夕夕夕空空
郡郡） 張張張張知知号

長長長南南第

郡郡郡郡

長
沼沼沼沼幌幌
中中第

町町町町町町条

央央１

張張張張

夕夕夕夕

線
山

沼沼

長長長長

郡郡郡郡

町町町町

沼沼
字字字

す北 の
始び 項 番 馬馬馬

広 よ

帯 に
。道 定

る海 規

木海 、

土北 り

一 現道 道

三 業知 路

一

え を

備堀 域

に 区

所事 の

敷
地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

網
。道
る海
す北

始び

長

事

業知

現道

木海

土北

走

番番３３項

え
備堀

に
所

規

地地地１丁丁の

番番

定

先先先地目目

か先

に

路路でよ 番番 ら道道ま

り
道 先先 地地、 地地 敷敷

の らで まか路 かま ））

１ 追追追

同を
域

区

でら

先 野野野地

原原原
ま

地地地

６９９

番番番で

平
らでら

かまか

先先先

り

、 お

て達 と

い の

置 次
変示
告也

道線 国重道線

道 道にに 道 複北 北お

とけけ のの 区見見 等お

の間戸る戸る 間間 置置

の
次

示
告也

、
て達

い
置 成

変
り

お
と



北

河条 海

川の 道

区規 告

域定 示

のに 第

廃よ
止り
に、 号

よ次

北 海

国士

路道区釧般富

２３

１

線の市道見

路路

区大
点３

町交目

名域川号丁

釧番）番

道 公 報

更の１ 北

道しそ日 海

、のか平道 道

同関ら成路

路
告

の

法
条係２ 示

第図週年種 第

和２面間１類

昭
項は、月

の、一 号年
規北般日道

第

区中２矢中２矢
地 川川 地

先
地 本本 かか 番番 郡郡 先

町 足足 地先 別別 らら １

郡 まで 美美 寄寄 先ま 町
郡

号

路路

道路道

１２３

平の線の

成種区
十類名域
四
年
一

敷り
川お

廃と
りの

道本

じ。
生る

がす
等示

地告
、

で
の

た

後

釧先

環地ら地

路２か７

線路ま

状先

更の前前

変後
間一市で

前別
敷

第に道縦

律定海の道

法
よ建覧

り設に
る 第

路道す ）道部供 号
の路
供整。

項
開及 １

を課 第
用備 条

足足 で 里里

す北 の
始び

寄寄 別別

町町

の前後

変後
間番中番中

敷
前別

更
地

月道別

二留

十辺

五蘂

日線

金

曜

河
川

令
行 らで施 かま法

昭
和

令
政
年

一に

第 般

地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

一に

長
国重一に

般

釧 に
。道 定

る海 規

道般

道 道

木海 、

土北 り

路 よ
域

に 区

所事 の

業知 路

現
い の

置 次

え を

備堀

の
員らでらで

かまかま 幅
延

国重
長

日

お 国

） のの け 道号

間 号る第 間

北

昭そ

４

海

和の

表、

道

関

平の第

告 成１３

年係 示 一号

北図 第

１河の海面

年級図

月川５道は

国 複おお 国

との 区けけ 道道 等

間 の間号る号る

北

昭そ

４

海

和の 道

関

廃

告 川

年係 示

北図

敷

第

等海面

地

也 り

、 お

て達 と

の道は

の間
と区
等複
道

変示
告

川
敷川 川

河廃廃

１２３

関成
の平
そ

が地
等
敷 地

係
は月
面１
図年

告、 号 富」

道

野改第海

日良に示北

川め

旭
土

項。川 号 のる
欄業 予 の現 川 面木 河 図
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岸
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」覧 部 ２縦 一 のて の 図

の 海供 次 北をに を
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縦
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一村

の達谷

加付金

３４
を富

部
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入次

行

ン達にい成が
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１て達

ーる期場
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北

次 海

の平入 道
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一１すす
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事

２３４
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達
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事名行 画び
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相 、付の 則 ） は納で 規

当 そ方定
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場央及所時所時

す中所
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日
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ル
の必す示入

ニ等に当告
に
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点入月る定指

９３

物停
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札４場

明
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金行

一 額令号 ５
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す
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消昭以 相
税
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出３
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品丁室

物６札

局西入時

にのさ
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理
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落
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札 げ金をた
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決 る額
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に 札にし）あ額な

定
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札札提提開

要入入そ
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札 参

他
お 書者

に 込望期場

時

のは限所

第
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７８９

便札入約

郵郵落財て契
作

規 等及者札書
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則 付にびの
報定効の

第 よ電決有成

方る
入に方な要

法札よ法入否 条

号

６
札交

入
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成明付
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四の場

年交

一
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付所
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。る出号
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止
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等 － 称管
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、 告等該札業
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書 め扱にとある定

札 定

と速

に るい１するこ後

未のを。や
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載 札

出次
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す 定２幌納
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資 入６中物
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理
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第

し 申後３課

有 加午北

札限 項 入に １ る札
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でなし に

号所め） 定 番
交いた よ

すを 定

－付。者 り

る落 め

。札 た －

者 予

月に

二関

十す郵北

五る便海

日

納

項号出

事番道
局
－物

金品
管

曜

り

北課
理

線 地札る 内 在道得
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市
中－
央
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丁
６
西
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区

税

金 る数札、費
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件あ参積等
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に

事 金 反きるた税 該 違と

た、は約業 額 しは者契

入そ、金者 の

札の消額で
る の

は端費のあ 分

、数税
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書時西

な 込５条
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い
財 。、 と札 こ入 るた す

と 定

則
規

務

制
。 の 線る 格 内す 価

の

－限
範

の
低

最
で

内
囲

日

３
北
区
央
中

市
幌

札
道

海

正

目

丁
６
西
条

北

北す第 海

海る 道 平

北道。条 企

海企の

成

業

道業４ 管

企職第

年

理 １

業員 規

税 相の 効額に免 に分

月

とを係

事 当 す切る

北

２３

。
るすり課に業

る発及発道

れ開所開海

域可氏可業

地許び許企

第

名受月員

のを名年職

事１
各

条

北

都は

３

海

、平開 道

完成発

市 所開

網

区

計 及発

了 走画 び許

し年域 支

た１又

法 氏可

庁 名年

。月は 告

事１２

も
を

格
価

月

北

都は 海

、平開れ開 道

完成発る発

市
上

区地許

計
了 川画
し年域域可 支

た１又のを

法
庁

。月は名受 告

目

職給項 程

員与中 第

給規

日

１

与程 号

分 規
の和の 程昭

以 一
を北上 部年
改海

称け日給

す企の

正道分

の番程

者び規

た及与

道

一

住号の

企

斜大平を
部

業

正

里成成改

郡工
斜業年す 管

工

昭

町式月規

里株８る

示和 日
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含

年 び

号

第
律 号ま
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富平斜
郡 ）
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野
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工称け

昭

月町 条
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富富
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北弥
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庁
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道

支

管号に

業２月

企第６
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一す
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３ 行
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に
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利にて
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道停る

日所るをあ
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の

タ
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４
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共環

関
有さ ンに

町セ
和境日

る
なた 海ーす

しれ 北タ

件
者額 岩務条

い金 道総
共違 し当 郡に

のに 内課

た該一 入金 和反

三 札額 町し

五

丘入 、の 宮た
財札 務は分

価
と込 定
者申 予

札加 た

出 制
。提 の

るを 格
す書

。 内

と 囲

こ 範

る の

す 限

こ宮ン。

最
で

ろ丘タ
ー に

総

、年

１ 。課 地 る務 番 よ

） も方海 。 積地北 む 見
た治規 の っ自道

契法則

の
約施第 分
金行
。 に
額令号 ５

す
費和下 当

消昭以 相
税

丘タ前

宮ン午

及年財 る

ー
大時

、の 番規

室 １修 地研 番

効に １第無５ 地則

相 と

価
の

低

。
各るす

す 条当

令規 以
び政務 額

も
を

格 」 の
方第則 上
地
消
税札）い

費号と 入



２
札の平入道調調

入次争

をを

にい成札が達達

納

に行 入参ず

指るる

加れ年参うすす

海す名物物

場すに北加

所者該道る競品品

るも

北 海

調納

アイウ
シ達

モ

ン環放を入

ニ電

期

リ箱管チ境射す

タ離

性る

ササー線ヨ物

ン式式レ

用ーーシ測ウ品日

グ

道 公 報

１ 北

次 海

の平入 道

と成札調 原

に達

詳

お 子 細

り年付を 力

一１すす

は

環

般月るる

、

境

事物

入

競 セ 札

争日項品 ン 説

第

名所の

相業契こ

イアイ

札

す札でに入

当落者約

金とるすの 在 る者あ関
を事称地行

額なかる執

をっ

号

る捨税

平額て事

成をた業
十加金者
四算額で
年し）あ
一

に当告資争にに

たをる

札しる

必す示格入関係

有に、放

別要る第を

途なこ

入線

指資と号す関納射

こて実計

示格。にるし
が器

る定と指績測

す規

つ

所るをあに

場す。名
さとて

の止こい

道停る

測仕

サベベョ定素の

物

メ式定様平

ーイイン用

イーーサ用等成

ベメ
メタター

ーベ年

用メ札月

タ専専イ入３

用
金金ー説

ケケ書

属属タ明日

入等

スス用び

ーー専及

タ

札の

明

ー

名

書

告 に

以称 示

下及

よ

第

び

る

２ 。

入数 号

う原

い道

と海

」北

札量

しを、

入た申務は

。子

書は出担北郵電公

札者

番す

に、る当海便話開

原号号る

記落こす道番

す決。組子。

載札とる

る定織力

－ こ後の環－

と速名境

－ 。や称セ

か及ン

にびタ北

月金もか

二額っ免

十て税

五当落事

日

あ

額格で

金価者

該札業

１する

にと

金

未のを

円るか

曜

の、わ

満で問

品れを

のて証

購い明

入なし
で得 係こ者取 にいたの

明 般る証 一。あを ると

札者 入。た 争とし 競こ

））属様

付付金仕

又で

９９ス３８よ

ーに

ケ書

）力

）。

台台付台台る るタ

すン

施セ

実境

を環
木

々
佐

長
所

。ー

税地岩

費在道

消所ー海

事町

税和

課共

の郡

等内

者丘

業宮

で
か地 る番 あ

日

積

がに見

数札、

端入ず
るた

とすっ

る加も

あ参
そ、金

、は約

は者契

き
端費の

の消額

数税

競と 名こ 指る はあ 金等

。

９

札提提

財て契要入入

っ

出

規札書参参

務入約札

則作加加出

の込望期場

第有成申希

６７８

効

札交交便便札

入郵郵落

明付付にびの

説等及者

の場方る報定

書よ電決

５

元
輝

入保第う

開入以証入。

札金札） 札
保 札にを保第 条 下

の 消 参納証７

４

事
税
免
、１

日加付金

３
約海札入入開

で契北入
岩行札札札

る条道執

あ

場場日場

とを内の

こ項

を係の 額に分
。示郡

切る
り課に

をこを

達る達

調あ調
で

るる

すとす

な要書者
提、 第入否のは限所 条
限に平郵 項に出次 １札

番 規るよ成便 の
。り

し定１ に
）所年号 定
よたの月
－ り者入

定を札日

め落参

付所法札よ法

交入に方
札

関入

にる

る海海話のは

す北北電
原号所め

事道道番場認

内子でな

項岩

交い 郡力

付。

和境す － 共環

る

しすの及条 証費

－ 町セ

ら 等 時金よる納びか 税
ととの海第 」 うこ付北

と道 す。免 い
者、ま 務 う にる除条 財

の 則 ） じは納で 規 。 同

当 そ方定

相 。、付

を 者等る 和 額 の法め 昭

含 のはと

び

場和及所時所

す共所
宮日

所町

海海成に

丘時北北平
同 道道
内子２。 地岩原年じ 番

郡力月 １

共環

物物

道町セ 海和境日 北

、、

しし

関関

にに

品品

ン書

メ様

な仕

速注

迅発

申北 予
札加 た

ナ記

テに

格
す書道 価

と込海 定
者

出郡 制
。提内 の
るを岩

囲

こ町 範

る和 の

す共 限
で

。丘 内

と宮

最

宮ン。

丘タ
ー
総

む 見、こ 年

１課 地務 番

） も方に 海 。 積地ろ 北

た治る 規 の っ自よ 道

契法。 則

の
約施第 分
金行
。 に
額令号 ５

す
費和下 当

消昭以 相
税

タ前 原宮ン午

及年財 る

子丘
ー
大時 力
環番研

ー
タ
ン室 セ１修分 境地

件

体要

スの

ン載

課
務
総

さた

備満

整を

が等

制

一れし

三てて

六

低番 とと

ここ

るる

いい

政務 額

も
を

格
価１ の地

の
方第則 上

地令規 以
び

」 消

をを

税札）い

費号と 入

者者

たた

しし

明明

証証



２

調納納札の平道

入次

平 達にい成が

成 行 を参ず 入入十 す加れ年う

四 るすに北指

年 期場 物るも海名

一 品者該道競

北 海

１ 北

次 海

の平入 道

と成調北 教

達海

札

お 育

り年を道 に 庁

一１す奈 付 空

般月る井 知

物江

す

競 教る 争日品商 育

道 公 報

約名所の細

契こ詳

アイ

すの入 在 関札、

に入は

事称地行説

る執札

第

落者

入る捨税相業

アイ

業す札で

札落額て事当

加金者る者あ

札 金をた

定 に算額で金とる

決 額

っを

に 係し）あ額なか

当 るたをるを

号

る ののげ
札掲

開に

そ号

他及
お札

に入
時

月 等に当告争

二 の日所必す示入

十 仕要る第札

五 に 様なこ

日

。にす

等平北資と号関

道規る

成海格

札３井す名

入年奈定指

金

商物停

説月江るを

明

曜

及高のさ

書日業品止

入等業 事 局

札項の高 告

名等 示

以称学 第

下及校 ３

び総 号

と装

」践

札量実

入数合

明

。道係

う海に

い北置

を、書

務は

道

担北郵電公に教 当海便話開よ

育

号号る。

す道番番する

る原庁 組子。

空 織力
の環－知 － 名境

教 － 称セ
及ン育 びタ北

者し

た 消金もか入た申

税書は出

っ 費額っ免札

て 税て

落こ

は 等当落事に、る

者載札と

、 の該札業記

額格です決。

入 取金価

後

書 いにとある定

札 扱

円るかと速

に１するこ

で問か

載未のを。や

記

てび
い

れの、わに

さ満

道告
に 海公

２ 北の
、こ

る 力め
す 子定

定 原に
規

に
を セ札

格 境入
資 環る

し タ関
有 ン

日

要）学入て

び金等購れ

様格い

仕資な

求校のい
る

よす。

に有と

書をこ

育物

）教る

。
と

。こ

る

す知入

施空購

実庁品

を

塚
戸

長式

局一

。育

る教

局
在道

所ー海
告 地岩
示

丘
宮
町
和
共

郡
内

札、費

た端入ず消

地
番

参積等

額がに見税

金数
すっ課

当る加もの

にあ
者契事 金きるた税 該と
、金者 の、は約業 額は
そ
の消額で
る の
端費のあ 分
数税

か ５

務条
い 総る

な ーす

金等

入反 た違 しに
の 課件

者
規は 務札 財入 、た 札し

７

無 則、

と札交

金和る入

を入
保 付北ろ明

札 納年こ説

る道よの

証 す海に書付

６
隆

入開開入
入下

税 参 札札札費 に
札消 札

４５

１

加 保

執

約 審海札入

ウ契北入
札 項 請を岩行

条 申査道

分

類っ沢場 を 書行見の

を係免 相の 額に、 に

税 当切る

３
すり課に事

者のアイ 条

は審

の の 付ア査申申 条 件こ
般ら申請請 ５ 入 一かを

効 第

競ウ請 の 札

と
。
各る
す 条

該と該こ

当こ当る

るあ

明物

達証達。

調を調と

。付場 の こ規る交

金 物

関所

付 。第に

納 と則
の

以事北北

除。る

免号す

付道道

納下項海海

、

沢庁

法務見育

方財岩教

日」 し
等

は則市空

等規

時金と
い う

と よ 証 日場

者
） る

。 す
う 時所

平成相

にには 成当

年同同、 －額

年２じじそを

２月。。の
見
含
む 月
日積 北

。

８及 す場 のた市所 示

海

西日所

出き条び 場

提と

北室

審丁

、５時

先は所

便海結海

郵北査目

教を海岩
北 番道果北道

道 育申道見
海 号
庁請教沢空

２のの は

知 －空者育市

方 地 入でな の 、 争まし
れ期法 定 方 札にけ 規時
な よ 治 加めば に 自 参定

格とら平申け る 法 資る
件 行 のこな成請れ 条 施

書ば 令 審ろい

一

査に。年類な 付
り月提な 般 昭よ１のら
出い 競 和、

し

関者関

にたに

品し品
こ求

迅る要

、あ、

しで
に

フ書

ア。様

なと仕

速

教

、」８知

サ載

ー記

タ

う５局

令い西育

政と条

。丁企

第
）目画
務 の
第総 条

一 課 ７条三 か 及

七

海第 北ら び
道

の でっ 道） 日まも

月にた 教
育）必契

知午の金の 空着約分 庁

とに 教前こ額５

）費当 局時。消相 育

額 総送及る 画郵税す 企

知に庁８

よ地以 務にび

支

教通空条庁

北局す教５３ 育知知西

。局目） 海企る育丁階

道画

海送 見務画北郵 岩総企
課教よ 市務道に 沢課総

５空合

西庁場

条育る ８

２日先。 争

ら指 札 政のかの 入 年

び月に あ 第及２示 で 令

８よ る
掲ま作 で 。

に日り の 号
札
るし 入 下

げで成 、 以

資た

加 」

を請 参 令

格申 に 政

・等

ス件

ビ要

ーの

有書

ンて

ナし

テた

ン満

メを

がを

制と

体こ

のる

スい

定
に 則
で 規

ま 務
条 財

場消の ）る方上 課

昭め

、保

は税札

合費入 郵

目教、

丁知は

平以証

類 し と

議号
会番

局便
育

。

か提 うう
るを よ い

す
るかな

うし す ）

ど出 と

者

れた

さし

備明

整証

第 いで

て



区 団平
豊

治岳
崎

政石同
後

合 体連

北 海

所のの細

契ここ詳

アイ

関札札、

に入入は

約名

説

るび執札 在 す及の入

事契行

道 公 報

のこ

る捨税相者員る

イ
札あ一と

額て事当落で

者る者る部。

をた業す

免

算額で金とかに

加金

をっ申税

し）あ額なを

たをる

第

９

開に入

て契要そ号ア

っ

げ金 書札 札掲札落

約 入

の札

効入に の時決 有る額 作

る のおに な札係

成に定
当 入及

号

８
札務 交

落財

平

者規

成
付則

十第 の
四決

年
条 定 方 一

表計

異代会

称
名

会
援 の 務約は明

の者
任 者 動責

担、公に

を称地は、書

北郵電達する

当調開よ

続。

る海便話手る。

す

停

織教号号の

組道番番

の育

止 名庁

な
ど － 称空－

及知

が － び教

者出業

金もか入たし事

て税書はる者

額っ免札

落とい

当落事に、こが

価者載札。る

該札業記

だき

額格です決たと

金

るこ後しは

にとある定

共

円るかと速、、

１す

問か札同

未のを。や落

要い

の、わに者企

満で

に否他こ費

てた 札び消

る公等

２て 限の税

、っ

）に取

規、 。告の

には

ためい

す札 し定扱

定入

格記 を入

資に 者る

る書

者関

有さ 札に

を載 落札

方第

しれ

月

１ 二

項 法法

十

の 五

規 日

定

でり

所よ

場に

の定

金

た

付め

交

曜

項名名
氏 氏

の 事

る予

す

所育有

見見

異正正
秦秦

り 在局北

得

総岩。 内 画道る

地企海

務見線

課沢
市

ず消が業

目
丁
５
西
条
８

同消

数札、費共体

端入

あ参積等企費

がに見税

っ課体等

る加もの業税

場税

きるた税の免

とす

、は約業合事

は者契事

額であ者

そ、金者で業

て出

端費のあっ申

の消

る 数税

か、書

い金 する

なた とす

金等

当 に

のに 。件

者額 る条

札額 し 入金 反 た該 違 し

入 、の た

財札

定

無５ 則、の 規は分 務

日

内
囲

範
の

限
制

の
格

価

。

動
新

の
低

最
で

届る 北

政出。 海

が平 道

あ成

治

選資

っ 挙金

た年 管

の１

規

理

で月

正

委

税の提 の 額に免そを 分

を係

事構出 切る

り課に業成す
ホ

稚人苫社ハ社里稚人
市ー 小 内ホ会ウ会ナ内
ス立ム 牧 市ー福ス福イ

葉法デ特富

立ム祉青祉

士人人イ別士

特富市法

第

養見楡緑や養見 静 別

効に
相 と

定

。

各るす

す 条当

北

昭）苫 海

の平幸 道

一成小 和

選牧 部 挙年

を年市 北 管

次１

北

理

の月静 海

委

部部
谷谷
長長

も
を

格
価

法

旧
雄雄

内唯唯

、 員

同日 会

法

昭

告

第

和

示

７ 第

条

年

９

の

法

号

第

第２

律

１

園 和

規海 第

の北 ）

項 号

アのぎ老

護園ケ星な護
市

内内

稚同同同稚

老荘

町見

士松青柳士

富富

市

丁丁

５町町４５

見風葉

病 道

目の丁目目

丁２２

和 よ 員選

う日荘 会

に院

挙

告

改

管

示

正同

理

第

す同

委
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曜

海のは 北こ出

で額

は
定
決
の 摘 。付

る交

あ

わ
行
、

又

）こリた法

て 位れ 単

をイ助は

第れー補

受ン金不
当 条理北

な のし海

公 所

金 定万 た道
円 。

の のの
に を付 会出 件交 大支 要

の

委た 備決 営当 具の 運

行道助 、 の海補 り ら北

金 次
の 為

を 事 は

運し を 金会付 項 公大交

す 手委い 求 出営な 請 支

」。 。 き会と る 続員こ

計が拠違９検は
違に

に

７・資

上提と反月討、

さる、日吟金

さ出なし

す画

たれ申道以味計

れ

文のよるが

のた請民前

出

平は書税り前提

はの

を本本さ

成平が金、に

成な
い浪ラ大れ 年

ーへか

３年ま費リ会て

月予るののら

月９ます

だ

日

公 エをな 省会大 道大重
る反 ギす違 ル致益 ネ誘

エ
自る 新
とあ ・

こで ー

要い 種 ギ
各 ル
が ネ
体。

。 ）い 円な 千

欠さ後る

終をのな日い

る骸陥らの。

ラ了見死

ー、こはをにわこ

リ後

し定

終１と採抱、ずれ

か て

員る
後否 い今 会

どどへい利ほ

、 る以か
ん

よののさの。用と

の

ーるど

う調調ら影ヨす

、をロ昆調

な査査に響

補

、る

しす

反対

動でで

不

道し。主

層間な誤出る

破々でのな催

１ の様り

と側

人 壊なあイい者

万

７算不大支わ
な問るベ

をか

た日を当会援ず

っ

上措誉内６

がだ計な名

、っ

。自

法人あなさる

求が

動て要動

第岩っお自れ

佐た、

光。新車いす車

条 ー

啓陳たラるる、 条

総請

２３

条な
を 進
例 促

象画の

対企人

査合求

監

週が取え植かは

部部陳

専

後間ででて物２、

了

対の門

のにききいに回

く。す調家

モわるなる

タっ三なる査の

ニた第

響、場

リて者る影で立

部調そに植か

ン外が。

に言

にの査うつ物ら

グ

きうて対え

つ侵でいい

査
てをな点もすば

い入

パへの

植動動今当ッ虫

の把先の意

物植植回然

をのラ握進影味

が物物

な

た把把リし諸響を

い

でそさ

と握握ーな国、

おれはうな

いしはにけ

とくいば、いい

うた全

告

と述不てな車っ報

こ

よも書

がべ可はらにた

多いるのに

書て能、な

ど題とンいか

以

かいで

こ示

が 、を考トうら

上
えて推とさ

死 多抱えの

た

し のるい進にれ

亡 く

。業め大

、 重自る事決

大動

な車費ら会

規て前 人
環をのれ事 万

自 い
問っ定いの 近

境使

にスよ。然 負
題たにる

に ５か述なリ。に特 第

地時ガ 項ら内証ー各、

の、で代ソ の陳容拠は

がび提古自にリ 規述及

自 にあ陳出く然そン 定

境わ動 基っ述はは環ぐ

かーへな車 づ
たになヨ

かわっロのいに き
ほ代

い 平
、るたッ影イつ 、

がンて 成
請書。パ響ベ

済び
経及

局、述

求面か

勝出
十提

びの
及拠
部証

非

も禁かで、る、

庁
支

この響常

、止っ、こ影

きた。のモはに

大した

タ常陥

なこ１モニ非欠

か間タリにが

問と週ニ

かる

点ら後リン軽あ

題

はグでっ。

が、にング

物

る平、報はた植

あ公

書終いの

。な交告、と

つ場事は了う影

一立通

徹っ

れるあ数が大がな

そ汚底て

てがるの、気

我がう染しい

い、。車

調。

に々高いにてる

る
門でこるべ

す専速うよ
が物れ

な家走と植ら

ぎ

。

。立すほへる

いの行

かこん影そ

し場るとの
論又に

もらとど響れ

か

者
深ピるそ環 傷

、すに

ド、にの が
くーとれ境

い全 て
わ競営つ保 出
関

る
てににて措 い
っ走利

助な違等 と
い補つも置

し検 う
。金が反の い

る
態
ら出イて討 実

さをる

こンる告 が
にすベい報

交とトと書 あ
、

人のら懸トは

佐記始念で、 年
藤載まさあ大

與内りれる気 月
志容、、と汚
う、 に

松は近締い染 日

次で出こ酸 請
か、年め

雨 人
、のはさと性 求

ら

ジて言、 の
陳とアれが

述
にりアいえ地 陳
述お

と。温 を
代で諸るる球

えあ国

一
四
二

後論に

にに故、直結響

っよ常とをつ

は立に非

して

ラてるに終出い

、

物き三ては

リも動大了

較

わるよじは比

、

ーの

、自れのす

ずとるらそ
い物と

２２然て植る

か

る

ほほ境なを、

回回環

体対う見 。
通自にいを

とも の
故、しこて こ

事

ど

はきはに、 よ
で大て

っでい暖 実

年うな支な

状、 し
書た頻う化 施
、

ゾ 。
のに況オ た
面。繁

請出催あン

提開が



こど主すなの

なの対様

平 の大張るお回イ

成 う衆に見、答ベ

十 ち性対解十がン

四 、やすな勝あト

年 本公るど支っ推

一 件共見に庁た進

北 海

４
計査査

い走こけく監監

な留画対対

総るすとに

そこどまと象象

じ。る

局

、のとがらな部部

て

てかの

主点、、ずっ局

催に林相、

道 公 報

く、は

補いのた全境で

、に逆社な

助る現かち

い、地課行会い

金と在

私

出う地域せす的と

支

か倫た

のこ球のらる、

対と温自れ

第

出こ政こ

系川さ支域う

生てはに策と

のやれ道

化物い、は補も

の 変
、なるこ慎助、

ごど。の重金極

みによをでめ 万

号

林カよ

ヵ森リに

数メ車
用

１入事利

、にのる

月
後車を者

年る例

月 補性解つに。事

二 助は、いつ業

十 金なさてい費

五 交いっのて補

日

ろ明、金

付とぽ説は助

書、

公主雪内文は

のの
上につはに大

益張ま容

金

へ次る模

の対り、よ規

必す

曜

補と会ベ

要るのの照イ

者大道乗少いらう
性見

事、

側きの的なるのち

森と情総

やな多にく。

海誤箇林も聴合

北錯数
境年画

道が所環２取企
及

林る及へ間部

森あに
とこ負にび

管こぶの更
をジ済

者をと荷ア経

理
ち

、摘自高ア部

は指、

よ的は

象に暖然たの理

ど大う観考

にな化を最

。止うのに点え

はる防

どい

ら国す課、なて

な

ので然、る

な際る題突
ら

と議かあ浮あ。

い会
真そとしゆ

いで、る上
っ今観

こ剣し言たる

う

円

が議地て回点

とにて

する不 の の深う期あて

乱な海べと可 う 散刻な

うで 、 、影外きい解 ち

水響でで

質をのあこあ

汚与事っとる

と、一

万 染え例たで。

無い調私一般

円 、てを

のに

イ 秩る査たつ的

が

いてはイ、

ベ 序としち

そつげ増

、に挙が

ン に

、、

植てとし

のいる大

どヨ林れ

が、森そ

物は
リっ

なロクよ

うーレに

か、ー、

たパエて

っッ
とアシ森

日

金り行ト

、解助おをン

た開

加北にでっの

参、
観道べっが催

・海比あ
外。総よ

戦環法た、に

高企道

が基に合る

者境
で部観

定条額画外

特本
る説客

人等あの光

の例

め大か
に違と明誘

々に

事

響て愛て会ら

影し然
くとま世情

はお好し、

縁。大聴

一。はう界を

へし

性技のさ会取

過競
でがいにとた

」車なら

時客こス

あ短観、エ。

に多大レ

こ間をのカ

る

球ものか

を集数会ー

と

動見

綱さ環い自ら

要論

書てをと車て

にれ境い
ううリ、

かいど思ラも
は過

てよ守。ー見

れる

るにのん、ご

いうるそ
と今域こ

。、かな地す
自が

れ社い、のと

そ車

もをこ代然で

に会う時

えンつ

ト 増う、考ベ一

すとのてトの

推 大ここ

二助

事 るがよいに補

進

アな。つ金

業 オ、うる

補受 で ロメイのを 費 フ

り ドカン助け あ ーリベ

環のがい 、 車のト金て
えイ り 森境誘与る 残 が
林委致

の

いメョ林
、員、らベ

でし生

こカと植

うリン
の

調様、態

をもて状

と
問を傷

るな林損

べ々森
生

がが放植

要題開、

必
てが破

るきたの

あ起し

す主容を

限反の内致

。

とに同し

れる張と通

ら

績催ど域

と実開な広

る
っり方やにに的

さな一

り与地

ぽ、、経よ寄な

し

強中動はト

ろ組本験

い

しにす年て

調的員今

て爆るだ
ル補目で

し慮判ネの上

上しギ助的の

てを以断

たなのてー金や有

いし

やき

コがこお促の将用

反うが流地る

違どとの
私に環の

しす、れ球も

てる

てガさ調

っト運れ排の

や件おスら査

たや営本

業域イラり規に結

事地
で物ベリ、制、果

助たト 円

土会補れン 万
い、

、指金とは が

壌で
河摘の地

の自おさ本

ましもて催

た事と動りれ大

たまて

は

国、業考車、て会

、

いた壊
際地効えラ国い

マ

ア、態

。に生

るめ、

も客メ

、る光ス

てす観

域

道と誘ィ

海ののデ

北

有道る振

雪織件も、す

つ制リし外こ興

ま体ラ

らがの

り、ーてかとへ

金会らの見寄

は資大お

めも

本調はず集込与

、

国財やる期

年達、、客

さ

で法際政そほ待

度方
等格面れか
伴８る

回が式でに、れ

とり進額来性
の確で相

ス本か、条の性な

ーら

資を

を件ら本例決、ど

趣に金総

変ラ、件の定

境リ旨当調合

更リ環ラ

る大やーにた達的

すー

難判

な会エ大反っのに

るは易断

どをネ会すて

ギ、も、、し

、開ルは

然しー北の一地て

自催

大を
環て問海で概域行

技ク会踏

あ産ンー競を

に会のリ運ま

りのト大

多示参の開ア営え

、展

員希

く・加コ催し委、

間も会少

の販すー期た

なはものは動

観売るス

客観ど、短が、物

戦、

然生

が光、自期使自が

観然間用

光公でさ環息

道
、

外なの園あれ境し

内

は。ラ

的域果てリ内る

ある競もリ

な振がいー

会

名イっ。技とー

知興
ンも、り場

度ベたはよ
に道な

向トの特、と

の

８

につ判若内る

上にと
てさをお市

もい断者に
心て村

なはれ中い町

つ

えがに

観考致ア
が、る

十

振いみる

のて進よ

光
本海圏

と。北勝

興る、
観

道ラ経の

海件道域

北
済ーの光

経リ済

の大活

開立開応う市。

活会性

さ支済村

催さ催の経町
及わ

数てれ援波に

をれ
るる道必効た

えいるが
初な、て

行事内要果っ

事業

一 ででの状本事

四 ああ大況道業

三

とあ国展

りる会にのが

。的さ

札いる際開

、。

境い題道はに住う
幌う

やき

にるに環な事民べ

との地と

対。与境い業

るる本考規域考

すえ基

等会て

影影条え模社え

はやいでへい

響響例て

貢。

最、北る比のる

を
限時道す献

小一海。較

押、エの道

に的省る、

法る、調て
さ限ネで行

が興等。参査い

かど振

可

訪行やのま加をる

ら

数年能

れわ地規た台昨

にラもか性

たれ域定、

地興よリ制らの

ほ、振

る

、元なるー限季あ

か

れご地

大住ど指にさ節

地用てと域

会民の定使

どで域さいにに

期な面

い

中多効をれる実お

間

にもを
にく果除る。施

じ

と域ら人林は

る地か

待産のをめ

期特、気道

益るー関

さ品公あコ、

と団

る励上モス係

れ奨

が

地要タし体

。、必ー

体

間あスラ一

域がーた

な

流場ーーと

交るポリ

やよ

性に化に

・合ツ大

寄て海北

にい北り

化つ
光全

する観道

与み道海

の国振の

も、の体

ると
寄ー

あ外にメ

で内興イ

高のすア

、ら与ジ

りか

なとた名る

市こま知れ

があ大のと

ども、度こ

体、の上ら

主り会向か

的ギなを

え定ルは政

、

も・、進

たなーく推

る

とエ業る

のの新事す

め

ては

各のが外車して
配

ってはお当

種方あし両

予

イがた設国り初

の々

さのこ定

ベそ。定内、

しがて

連」と会っ
ンの

定多援

な該て数後

携に

し開行

にす着くを

ど当

公会ほプ

い大るッ

関る

各ら

性係、図

益関かが
、

有や種れ

を者



大の

て画たいこ

ウエオ

ま可会環

で本１本。る

ラた能運境

件 あ万件

ラ る

リ、性営モ リ 。

ー大の委ニ ー

北 海

、本自な

もン十か際
イ

・観知体動お

の主グ勝

あ者フ光事事車、

で催

盟海

るはォ連が業連北

。、ー盟大で

道 公 報

１
下実本帯た

本本以事ア

求求、関件イ広自

請請

馬車

には事係ラン競動

ーー場ラ

つ、実のリタ

係認大ナをリ

いこ関確

てれ

第

４
第

平績断査

とがて実判監

りる成のしの

も以あい

分た結

課上
題の、。
度や。

のよ集年析い果

つに数以地

一う客

号

り

平こ起さ

成のこら
十ほすに
四か機、
年、会北
一

大大会あ員タ 人 ラに海

はン で 会会運る会リ ）
コ委域、グ あ への営地

査 た 参ー員に競調 っ の

はい終で 。 加ス会お技
後、

数、、て了は

台は
然前当、動

は自事は
自予回の

台公に初２物

園

会あ及道

計法然定に衝

日４ど名るびに

毎のな

リ団い

新者地誉ラ社お

組関長ー法て

聞で元会

日際

、織係を大人国

社

体めは本格

スさ団務会

の

ーた及た、自式

ポれ
北際車ラ

ツ大び。国動
盟ー

ッ運海自連リ

ニ会

をの会シメー

ポ営道動

ン技

、棄確のョイ競

は

及要ル会会

次却認概ナ

ほ

とるび等ラ場の

のす
り断ー、か

お。判リに

定つン勝十

決にイ十、

たて海庁支

しい北支勝
内管

。述道管庁

べ

あさ多の市

で、の降元

、ぽを応村

りっ寡対町

件雪っつど

本ろもにな

リつ直て意

ラまていの

大とに、も

ーりちは見

は件助後く

会本補今聴

そラ金新と

月リも道

二ーなの

十大る観

五会も光

日

を

う考興

いと振

とのの

とて図

こえ

金

、る上

でいる

曜

等環しわ突

者、

若。で

に境てた死

画

査たて見

台よ調いっは
境れ

、指をコ環ら

）る

客地施スモな 観定実ー
、変タが 数域しをニい
ン競 お外希更リ、 は以

そ地動たグ技 よの少し

域物。調車

ン委経車公大

にが査両

連盟のが

新員済連認会
技催

社で合の競開

聞会
メ北な際会さ

、、会国

の式ある

ガ海ど格でれ
。は

ー、経でるの

ポ道

こ

放広団わ、

ト帯済行

大

及ながるの

送市体れ

の内

びど後も

る

平林で

、有所

。は国各
道域

成や地
イ

月内の

９林興

年有振
の

を

らなト

か道ン

日林ベ
ど

契ーのなも

のリ額たと

に会小援、

機大大支に

るはつ要係

なでにの関

の較ががな

も比な請部

期量もっと

と考るあど

さなで場十

待にのたも

るまな、協

れじは合分

日

新の

に外

心以

中幌

を札

ン光

ベ観

イの

な域

た地

参を

の致

へ誘

ト客

設生をの

さしっ外

定息行路 人

。

計れてた転

す）こイ

算イさ応算模

上ミるとのベ

れ イ計ル

しでが

プ８援の会

た ベ

ほ国め

ン町た、初

ラ市
、
ニ村

運そ金ベ
助イ 支出補

ア
のン 事

た

で用し

ま活催

日を開 今議

事主道

区収入

、し

考会上

いと大の

。ない
でが金効用

のえの、

も

て会

平は判平計果し大

が期支運

成、明成画が

事し

画増
年業た年提待援営

掘こ

をす

者や

に助成

落補平

よ金

ン額ネたし補ン

りの年

に

の トはーめて助ト

も
シに措金 で 推

ョ、置は対 、 進

ンいさ、し

り 業なわれ道て 万残 事

助 での 費どゆた外補 円
補のるもか あ 助特枠のらす る 金定予で観る

円 こ はの算あ光こ 万 。
経大る客と

ト

う 済規予。をに は の

事
、進 業営の計的推

目
助

補
等費 費費他件業

要

計 者 業補

催

、
的
目

の
金 ベ

イ

入金金 分

担

収助 負

ン

です委

事ー
進リ
推ラ

ト

月さきる員

８内段６出

、で、れるこ会

月容階

ら

毎資、事たととか

、

断決提

日金支業。判に

容合し定出

新計援内総

などの企、しさ

聞画な

た

かどに決画関たれ

社

で部資

らがつ定部係。

らて公は局金

大明い、

開か検表、と計

会

樹交
日

２決毎

がの、

木付月
る社

傷至聞

損に新

本定
リ

かラ

ほ緯ら

た経か

し

ち 部模算誘よ 臨

林ー

、

がイ編致り 時
ベ成す、 的 所

ン段る北 に 管

と道 援

す万ト階こ海 支

は対はを観 す

る円にで

の 必

助さし交主光 る

補

支先目振 要

金って付な

生

あろ援が的興 が

でぽ

定し北 じ

り雪す特とと

平つもさて海 た

、まる

件
要

等

業大 会 費） 補
助

地
金

イ 策
興
振 政

域
地 域

協の

催で討がそも画
単

るわ内議収

経なす行の

の

にっこれ容を支

費か

９精い概

つたと、を行

てとし月査、要

いこと

た月、

支かて７し９は
次

援らい日

要、た、結
、、と

請総。大果日の
り

あ企運観既お

が合会

の

脇会

道大
っ画営光存

い

伏つ

倒に

の催

笹開

の
が

一確て

四認、

四

道 イ

い力

て協

れに

さ道

とて催経 ベ

成りのれ開

、

るの ト

年ホしいす済 ン

イ措い大活 に

度ワてな

予ト置対予規性

の

位補ベ ン
助ト 千）－

あ

た部委やので
）金 円

は会域助る

。で員地補

ら興を

の、か振金。

こ
請

る要
点細資に活

時詳

。
た
っ

あ
が

。



平
成 事の合う

十 こ業促こ及な団

四 のに進のびお体

年 補対を補支、を

一 助し図助庁支い

北 海

イ

はのこと

をの地額もの

とのこ

超限域地

えり政域

で策政億し補ろ

は補策円て助ソ

道 公 報

れ助
対こ

国業市おいの象

事なて
業業
補 際町、る事事

の
助 観村上

第

れベの
の要来北

振 なるンこ同

体推補綱道海

興 お団ト

こで進助第観道

と 、

号

化条
補綱

寄の 。要

に）こ同
第

与

月 金補る金長庁い

二 は助このが長、

十 、金とソ適が法

五 地ををフ当適人

日

認とあ

域交目トと当で

しと業め認る

課付的事

る否

の、しにるめと

題
解地て係団

金

で体を

決域いる体団と

や自る補

曜 地ら助あと問

域が地対るはわ

な助補で措金フ
事 円い金助あ置のト 万

れ付業 以もの金るさ交

総こた手分 内の目は。

さ、合のも続と とと的

て れれ要企うのはし さ
て
て件画ちで各

い等部６あ支

いるが億る庁

る

万 所円。が

す、っ た円 同管は行 。

の 要

要あら
金 光が記同でか

推費事綱っ除
の の経の

もも
助 進負業第てく

補

すほ条、の
率 又担の４

さ
補 冬るか第道と

は は

知項他れ
助 季事、２の

い
象 北事）のて

対 の業

費 道特助る
経 海が。補

の 観に金

光

海 のあ事金４光観

北
第をの

道 実っ業の条客

経 行て費補
済 委、補助１は
本めが

の 員法助対項じ

の事文と効

活 会人金象

と非運業）す果

性 等、

に に は法用は。る的 化

つ次客実 大 、人に、集

く 町別いに力施 き 市の

３

す助

寄 村、て掲がで

助。

と補）

この条

る金
、

しは

と者

的象

目対

を

模

る規

い大

て
イイ日 活選域象、な

要域も

性択政者同地い

、補、綱のの

化し策は

性さ

目決助市第活と

を

交村）化れ

的定金町２

い

しる付、。をて

とす
域綱部るる

て地要一図

り完第事た

取

）組の域

組結１務め地

て だ

れの。合諸政

ま型

算 第補ベお し予 綱るイ
金ト、 知が ６助ンり 、

勝 が当 ）で開十 事配 条
にれ りな支 特さ 。あ催

要い 平のに 必て 、ど庁

フし とる 成ソ対
。

、 る

度事は め

年トて 認

要交要
２ 光必の同

の業

認の第
の 推と付綱

分 を

る象条
以 すめ対４

１ 進

業な１で 趣事と第内 る

、事た補 をはる項、 旨

助にし金 す補業だ助 有

象い）額 と対つ書の る

める 与 又名」げ極き
認

は３要て事 す は称第る

規 と 光問条件高業 る 観

。すと模 認 協わ）のい
有 ら

がいべ認を め

会な
体のにらす れ

主もてめ

当ると 事

とと該れる る

め と

っれし事認 業

なさ

ベ

構い北ら さ

てて、業

催

進主

推を

トト

ンン

ベ

委

助行

補実

費る

業す

事

る活、活策

付会

交員

金

種化域を助

各性広動補

の策連行金

要るてが

件こ北特

掲

こ 場

件るがと海に

本げ

計すま は

算対れ 合

予に

こ上るで
営大

者あ観やの会

す象でび

る

。は
こイでる光物一運

め事て

ら業は

るさ補円

れと、万

ア

のイ

助イイ外と会の

補

らて開メ

金ベベ本かし

て

成る海れ れ

のンン件

組道る

織観事 い

さイ光る業

事方こ）

宣綱る用が５

事３の業針の。
適 伝第

２る

第あ

綱で

要等
のー業

用こポ工

運ス商

方

）を要

ラ要効国。道必

ー的観に内と

リ件果際
に光お外認
アる

会の実のおにめ

大

で進ねピ事

はア施推む

き又該ー業

、の

すに

ベをるは当ル」

イ

業季るる該

ン参事冬す

す

推の規のほ格当

ト照

協産翼営
進こ模北か好

る規会のを委

とベあと

らト実定は展担員

かン
、推行し示い会

大、

補進委て後販、は

」を会補

助事員い援売

費等と行運助

金業会る

の

いう営対

助はのうな委象

目補と

と

に金市ア形ど員者

的

関にし

適の町ので、会

の

トトラ一北催ー
合運村

ア

的推推リ定海にジ

目

をいッ

、進進ー程道伴

会の内各プ

要事事大度

費費は集外種が

件業業

ら

に補補、客にマ図

等

ピメれ

適助助道がアス

で込ーデる

合金金内見

係所はまルィこ

しにを

な

いる管国れすアと

て

第補
当

る所す際るるが

文業、２助
と 業本事は

の
め 人）で補の金

認 、

っ対の補
る 材。あ助２
助団 育

の 事も事）率体 成て象

、国か補場 業、業。は

査は除対、 調又ら助合

研道く象

針補ツの

円

究のも経万

成、

２金育興

第助の振

のフ地光

１ソ、観

のの
ト域業

化興

。業際振

）事国の

補進を

る推ど

係のな

に

こ事も

事とを海、のる

）す観う業の

業。有道

あ判

補のる光しでと

費

認推国る断

助中とをた

た

交、め進際こし

金で
付第らす格と

一 要２れる式か。

四 綱号る趣のら

五

とをベ同

第のこ旨イ、
ト第

条件。有ン条

４要

用又を参係実て
第）す

資

るには参画市質の

す

村に格

もつ観照で町的

こあ等参を

のい光のは

」会とるが画有

とて協

る

断にが。も主しす

判

者いも

しお主）の催て

、、とるの

たい体がの

、な本イ一もと

。てと

とと断

こっ件ベ体の判

構、トなみし

のてはン

に

と管る格こ格行ど

補

の十よ

判部経式と好う

開こ事勝り

断局済で、

考の催う業圏、

しの部

海

所え考さしで域北

た

る観道

管方えれたあの

は初際こ光の

部方る国

観

局

光

の、の格と

ベのまにと

考次イ式、

済

方とンイたよ経

えの

以

事他の費

おトベ、っ

、補さ２上

業のとの

計助れ分
円 策をい１万 画金ての

事け内以 定受る以

な又要、と 業、同で内

と補第助れ どは綱補さ

れ対たのい

さ助３金て

し

象域と

対地的

助、目
流わ

は交行

業のて

事間
福携イ

域連る

地・れ

、

開

推域ト

の地ン

祉、ベ

進特

びと開項

１北及るの２

め地

の道第認催の

項海
各観３
のれし事

号光号らと知

。

助成関会っなた
にの

市で大れ

金さ係場てさ
のか

補る町観会る

のれ

運ら

助団村光

りでン本ての

、

対体及

のラ海性

であト件北活
観に

る、開リ道化

あり

る

内地大光資

。国催ー

いとしは

て象だ額

れ・支要

るさ書、同

要い運長第

同て同庁綱

、

域の業

地品事

、産催

・、報

化励広

文奨
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断公

判ア

十て上第

れ益法法
第 総

勝いの 合万 企支る必

画庁が要条 円条

北 海

イ

同経会実期域

関員業地

済書日済に績間政

経係

終補

部類、部対報の策

はを大はし告

道 公 報

補
ア

金金ベ

体陸物行助助イ

等れの交ン

し事別産わ

でフのる目付ト

か業オ

、あロ販な的手推

し

第

イ
域現金

認た地地。助

る

るに政政時の

めなめ域

で的

、 場措策策点目

お
こ 合置補補

号

平
成がに
十補、ア
四助本ピ
年金件ー
一

部と、性の をの のラル

は むの は大補の２ 含２

、会助観、 運金点公 平

付ど方 益 成万営交な地

円委上

請ら共 必 年の員申か公

予会要

等補体 が 月算の書の団

を間あ

提金、 る 日配での助は

十し補出交そ 場 、当、

金

、提会、、書了助

合

助提に

平出運平補の後

成す営成
す出平つ る委

て

年よ員年る、成い

旨補 ９う会

月通か月を助年

指金 知ら

日し補日令の月

、た助、し額
。確以

大。金補たの日

続進
運付金定降

会交助

、要の事

こるー売ど、
地件進業

れラド・
域等ち費

まリサ
大キ、特にょ補

でーー

金

承会ッ地産適く助

に

す況に

知のト元品合状

び民奨るつ

し会及住の

て

いと帯が励もい

て場
競加地と

るな広参やの

は、
囲た馬す域考

範っ

れ金金補要

の 」さ助助

を
適たにを助件

用い係所金等
付適 円 すわる管交に 万
る管る申合 は るゆ所す

る 臨 と枠部総請す 、 と

の企行か 時 も予局合が

に
、の考画わど 的 に算
え部れう 補

方及てか 支 助
援

月額リす

二はーる

十、大格

五同会好

日

で

第う業

綱こ事

要がの

条たあ

６し

金

文際こ

本国る

曜

助は付の お式か

に格と

の 支。金まの公 」 勝た
交行法上 解 庁のだ適益

申れ要

対付わ性必 釈 に

る

本等いあ

、請てが

し

要。合

ラ必い場

件にな

会合い

大打お

ーなに

リ

委請交びに

営申の及）

会等を助わ

員書付補行

対提定のる

にの決金れ

、がる付定

し出す交予

助っと、あ

補あとはで

交。に助。

金たも補る

場る間え

申大象

付、対

交い

は勝にラのて

で十
地ンいコ流る

、イおジ

ー、レ連

域タてン・。

シ元スな

興ナ地ー携

振
ナ各バが

ベョのやど

イ
ス団ーら

トル種ギ図

ン
ーにーて

、ピ体カれ

は

びいの
イ

終 る円 請十な最 す万 申

ら 容支こ的 必か 内勝い

のか判 が支 等庁とな 要

は じす 考考ら断 生出 を

も し方地で たる 慮え、

、振な ベの ては域き イ
で次興い ンあのイ。 ト

とベ に 万る

日

条

はベ同

てイ、

いのら
ン
トた
のだ

内
地の 以
催書 円
開し 万

と
さ
北が 定
て事 規
し知 と

行、

係はは

にせて

海特

オ

わ寄

る

もりが北基

必るをつ性

な業っに失海北づ

要事

会事

状でて対わ道海く

の委事

等営の

書運業

請

れを催

い失さかと開

エ
っ助る判さ
し わわさ補

でるぽ金べ断れ
て けれ

ンウるーり

ベドよレお

本イ域が補

トェ地ス、

本加

ジこー地付参

ウ

、

、動件・

アとス域は自

各興客車ラ観

ッ、等振

ト 応 とおン 対 円。

プま

。るあ補 たでが す しり
本内開

断方必的国の

イ
裁益件外催

に自要な公

のあ量上ラか地

つ治が

内要 い
を必 て
道に れ

き
で

又とす

附こら

る外と

すれ環道施

補らあ

はか

る業るる境環策

況あ事

総

あこ運補も基境を

に

条本合

っと営助の本基

には例条的

たなに金と

をる比認に例か

こど係

計

、考組べめ違第つ

と

す条画

国慮織高ら反９

でなるは的

際し体額れ

こ、公いな道に

格た制

のと資平。どが推

式

はもろ額きする

なの雪はもる道
初 円 いとま、のこ内 万

考はの を がはつ事とと

にのえで大 交 、認り業

れら比目らき会 付 そめ

あ る だれべ的れなで す

か。り こ かな法、るい

に果ら本、 と

らい外効

決

い高、、件実 が

と。

観関リ戦
っ額資観ラ績

イ資的連ー者

がた種に

ら地ベすに業大も

図、

はー

れ域ンる公界会モ

上営、タ

る振トも益の

地と必利請ー

な興やの

北ベ域期要に求ス

どイ

がー

海ン物待でつ人ポ

るが主ツ

道ト産さあな

のたもる張の

のは等れ

光大販このなす愛

観、

一し

著精るにのリらと

要大定て

し神場ゆ必ー

」ね性会程の

いに合だ

公致にてには度北

不合

集道

正す当いつ、の海

て内客を

もるたるい道

くかにが内

し」る」

い込に

は福否東お見外

高の地てまア

法岡か京

、ろ
違裁判裁はれピ

令

をう

助

程

こ公、

る方益

す地利
が諸

で体等

が団度

と共
定の事

と条の

る同般

き

イに金性の多進

め規情

張なる

ベよ調に主様す

も方けに自こ

ンる達欠

環を

のの法、つ然と

ト

がいて境定

開と等ひい
保た

地め確てをめ

催認
しれさイ全も

とら立は
て述るで

てるれですの
どり

海らいべなあ

北か

で金客リや 定

道、るた

験 れ

イあ調数ー経 さ

て

の多会も て

でる達の大
る

べの難寡に有 い

述と

もして が

た主易を対し

件になっ、お 、

本張度

ベず れ

補つどてイら こ

て総助ン資 は

助いを補
推面 大

の合金ト金 本

金
好

益に高進で 会

公的が

のよ者

及会売ととどる

どめ主うな

び期、な認

のら張にど

経間
のにな事れに、が

済中

動心

活、ど情るつ自中

勘て車と

性地をを。い

る

に住業案関な

化元事
が容れ業と

資民内す連

、のっ

る参とば界い

す
ー

のする本営た

も加す

成際こル

背昭断平国た
格とす

が和に
つ 伴

でま事

わ年い年式、る

月は月開た業

な３て３

催、で

い

、 限

れうっ

り日当日さこあ

決地決るして

、判該判

国北

れ）方）初た、

こ

共どイ際海

を、公なの

尊

て定を
重法団とベ格道

て

が旨し

る趣案

いの勘
てす

のっ断

そ従判

、に
内

一容、べ

四を右き

六

な

的処と

体付と

具交こ

基ま

をこさ公の、

に分

ピ補ぽ上本た

アのっ益
雪必針同

ー助ろの方、

相 が

す額ま要に条

ル金

の断で業応 国

上判額事
る補支 格

必しあ費の 際
でが

性決か助援 式

要て

とるも件利側
が定否金

で助つも

期ラの補に面
がく

さコあ金な全

待ジ
たレ、交りな

れンりの

の光

すは体さン式観

、

長てでイの

る、のれト

こ

りンメ

と公のいあベイ

上理。、トー

が益合る

て民、

め住が
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しがら制

めでの物さも

、伏か生に限

る自は倒

と環動なし息、し

こ然
は境物ど、し国て

第

規象請で

こ例れ法対の

４、制と求あ

北の第ば

道例条こやな人る

海条
省のれ法るのと

号

を規

第をとの

例障こら

及
第すめか

条ぼ定定

月 な金な金助助ン

二 いをくが金対ト

十 」交、交の象事

五 と付本付交事業

日

要か異

のし件さ付業の

いリて綱らな

規なラれ

く二

はもーいに除る

定
見の大るお

金

てしの

らと会こいとつ

れ考はと

曜

、い業

なえ営がもて事

なそギ認が進
から利交

イ業

認事のーめる事

が

と進れベ費

め情こ促ら

助

れ勘を条なン補

らを

の。に金

る案も例いト
し付

れて趣対交

。すっ

は綱

、ちにて要

ば直旨

出に

然、し支等

自に反

へのが大て内い

環北た

こ

きの衝見会いのる

で

可ガと

な影突ら運る排

た委能スな

い響死れ営

つ見こ員性規ど

。には

あに自

いらと会が制、

な明、る適然

てれがは

し境

大から事地合環

、

にににたへ

会っか前域

営こな自お車の

運た

張く

エど事ら的事主広

置のを解

ネの業の措業

の定を違補釈

ル条者規

ーに責は定法助す

ギ項

のと

・違務一め性金る

も論対し

新反）般たを

はなのじ象て

エし又的

ルい第責でるとも

ネて

る以

ギる５務はこな、

いは事下

ーと条をなと

促主定

のち

項そも直

２おたら

があ、補

道のでに

はれ
れの

然行ず金

自るい助

の関具象

境にも対

環為
なる

全て的な

保し体と

等必

日

のが対

っれを付道るに

が的綱他、す

たる目要

件補

一、とにの本る

。

る反助の助

般大す違補

の

、運事す金場金

に会

と交、交

営営業るの合

を員はの付本付

利委で

対ラ認

目会な主の件と

営とに象リめ

的はい張

しお
す利認つとーら

と

いて

へ道、ない

境海り
述の

何境でと、

の環イ

が基
か条た定利

し本べ規営

影や益違つ

の例公にに

が海のすが

響北上反な

く省要とイ

全道必るる

っ然い両影

なエ性のベ

を

員及て環てを響

委と

調当用最

会びい境は使

行木。査初し小

が樹る
実定いと

っのを予て限
こる

モ傷施しるす

た損
タ本るいとた

ニ２すて
とコ競に

リのとた、め
参定

グかもー技一

ンほ

道めかで業に

調林にス

条し民たらきは述

進張

記る

例ての訓、な前べ
理

にい責示こい

定ら、由

違る務規れ。

か

反の）
違あ規のら

すかにでの

そ

とら反る定条、

る明

解らのの

のかすとか例

張はとさ直趣主

主でる

にには

にないれち旨張

規業

を要法事
ついう、

た制を違

る規制の

図な
たを

自措め性

めの定法

境講のじ

環をも論

然置
なと

適なはこ

のじでる

保ばかで

なれいは

正け

る会る

るをめいな大れ

体的れ事及。

団目らて
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やとる業び

務、なな又の

財ずは法

が主ン
会まいおは補執

わにに

とル失張ト
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はギ

し資、
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長認た金内
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な支事

の少更両慮

の脇希変車
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果笹動し数を

結

請わの

逸は補申い業

ア
算助のゆ資

脱濫助予補

が交執事際る金

又用金

す当

いがこ具補反妥
は

で的金ると

て、と体助

か

、条あなのも認

は同
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営格海事
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営断
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計
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な

補あ手まにと

るで定
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交う

が事

。手大就らい画の

しなた提実

続会任れっ

の

違誉たい事出上

に名

まもれ意

反会こ。実さ

るへがた確て思

す長と

でら定

との、、認か決

任ち会き六に
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張とに名な日す

主

行業に枠計

な補、誉か

っ手手に添予画

濫あ付
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がた続続関付算等

用

類ら申

あとのにす書か

反資と補請

っ認適違る

ら性す金し助文

ため法

がが

認れる計て金書

と

のは出交な

めると画提

こ

こ実主、さ付い

る事

般るれと

とは張一せさ

えこ委式道業

も

はなに

とにての員でを等

の特

よ会開アが し必

うに催ピ て要

な実さー知

助認事質れル事 万 補と

特 の 対め実的るすが 円

内事に 交 象るがに道る

め画初業必 付 事場認参

と」らしので要 を 業合

認 定 認にれて大あと 決

のトをた
め該るい会る

ンの

脱進ベ１

逸推イ、

又事
補進ア

濫費推の

は業ト

の助事の

用
つ補述

無に費で

有金業

付

いて金た

つい助べ

に

はわよ定決

付か行の決
な知の

決とれう通定

の
か予適内

定もる
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負何もを内び
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一 担らの欠示こ

四 行のをく）れ

七

く扱受附

為手除取をに
たた

とに。いけし

）続

助補会っのな
見違）が

月か

に金助長た９い

ど

ら

つに金へ。

いよにの
る任にこ

てるよ就日、

援伴合を

援支に総れ

支
内、画民

別をい企住

は
し助が査

の諾補部監

個
こにっ求

為た金行請

行

もも

でかつ的もるを

で

てはでのっ
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なた

か算

そ算。る予
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、行

ほ計にら執

のが特
算続
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上反

段たラ計に

特れ件

め し

裁のー時す

、後リ

あとる て 、当がるでこ

当見るな」 い さす、と

にも該るこども る らる

な イ 、の補ことをの 。

国慮ど ベ １と助と、考

ので際しで ン のし金が

て

る 推 の補交き格てあ ト

のっこ 進 ア助付る式行

定とイたと 事 の金決こ

の

も 費 で上は、ベもを 業

補お

てはのと

、本ンの

の対
１助り

、
象知

に

のし特

アとが

の者事
て

認

べ格と

述資要

での必

反に行後条

と有め

たを

れめに

こす関わ初件

る

っ

はもててて従

とるし

で違た業て

での、い事

る支対

あとよたの

。

き

援のと

、な支援象

りに
内定る

会もを決な

大る

会具と

量補大にる

名の

場的う

の金の体い

権助
、事と

脱交合なこ

逸の

関件トとっ 補 述限

又付

金 た

係ラの認て 助 べ額

市リ開め裁

の と町ー催ら量

お村大地れ権 交

する
り万付が会とるの

大の」

、も業

りる事

お
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会とに
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海海海
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第
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委
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会
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使取使使

期表期期

委社委委
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員長員員

区
工委会
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事
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